
【
作
品
タ
イ
ト
ル
】 

『
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
』 

 

【
著
者
名
】 

太
田 
純
平 

 

【
あ
ら
す
じ
】
（
１
３
９
文
字
） 

無
職
の
青
年
二
人
が
仕
事
探
し
を
し
て
い
る
と
、

テ
レ
ビ
か
ら
選
挙
特
番
が
流
れ
て
く
る
。
「
選
挙
い

く
？
」
「
い
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
ね
ぇ
よ
」―

―

そ

ん
な
彼
ら
の
発
言
を
尻
目
に
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ス
タ
ー

が
告
げ
る
。
「
今
回
の
選
挙
か
ら
、
あ
な
た
の
１
票

に
１
０
０
万
票
の
価
値
が
付
与
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す
」 

 

【
本
編
文
字
数
】 

５
７
４
８
文
字



【
登
場
人
物
表
】 

 新
井
戸 

宅

(

２
６

)
 

無
職 

古
森 

 
守

(

２
６

)
 

無
職 

ぴ
ょ
ん

(
４
６

)
 

衆
議
院
議
員

(

男
性

)
 

大
口

(

４
１

)
 

秘
書

(

男
性

)
 

 

キ
ャ
ス
タ
ー 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

投
票
用
紙
交
付
係 

投
票
管
理
者 

女
子
高
生
Ａ 

女
子
高
生
Ｂ
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〇 

新
井
戸
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

一
人
暮
ら
し
の
狭
く
散
ら
か
っ
た
部
屋
。 

 
 

ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
は
酒
な
ど
宅
飲
み
の
残
骸
が
。 

 
 

新
井
戸
宅
（
２
６

）、

Ｐ
Ｃ
で
求
人
見
な
が
ら
、 

新
井
戸
「
な
ん
か
イ
イ
仕
事
ね
ぇ
か
な
ぁ
」 

 
 

古
森
守
（
２
６

）
、

顔
覆
う
よ
う
に
求
人
誌
見 

な
が
ら
、 

古
森
「
月
給
１
０
０
万
、
未
経
験
歓
迎
」 

新
井
戸
「
お
ぉ
？
」 

古
森
「
年
齢
不
問
、
残
業
な
し
」 

新
井
戸
「
な
に
そ
の
求
人
」 

古
森
「
実
働
３
時
間
、
年
間
休
日
１
５
０―

―

」 

新
井
戸

「（

古
森
に
飛
び
つ
き
）
俺
そ
れ
に
す
る
！
」 

古
森

「（

求
人
誌
か
ら
顔
出
し
）
あ
る
わ
け
ね
ぇ
だ 

ろ
そ
ん
な
求
人
」 

新
井
戸
「
！
？
」 

古
森
、
新
井
戸
に
求
人
誌
押
し
つ
け
、
大
の
字 

に
寝
転
が
る
。 

 
 

そ
の
脇
の
戸
棚
の
上
に
は
写
真
立
て
が
。
高
校 

野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
捕
手
の
古
森
が
投 
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手
の
新
井
戸
の
肩
を
抱
く
笑
顔
の
写
真
。 

 
 

古
森
、
そ
の
写
真
の
脇
に
飾
っ
て
あ
る
硬
球
を 

天
に
向
け
投
げ
た
り
捕
っ
た
り
し
な
が
ら
、 

古
森
「
あ
～
あ
、
世
の
中
カ
ネ
だ
よ
な
ぁ
」 

テ
レ
ビ
台
の
上
に
あ
る
小
さ
な
テ
レ
ビ
。
長
く 

Ｃ
Ｍ
中
だ
っ
た
が
選
挙
特
番
が
始
ま
る
。
『
衆 

議
院
選
前
・
党
首
討
論
会
』
と
題
し
、
キ
ャ
ス 

タ
ー
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
番
組
紹
介
を
始
め
る
。 

古
森
、
な
ん
と
な
く
目
を
や
っ
て
、 

古
森
「
そ
う
い
や
選
挙
い
く
？
」 

新
井
戸
「
行
く
わ
け
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
」 

古
森
「
な
ん
で
？
」 

新
井
戸
「
い
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
ね
ぇ
よ
」 

古
森
「
わ
か
ん
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
」 

新
井
戸
「
俺
と
お
前
が
入
れ
て
も
た
っ
た
の
２
票
だ

ぞ
？ 

い
っ
た
い
な
ん
の
意
味
が
あ
る
ん
だ
よ
」 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
）
「
と
、
思
わ
れ
る
方
も
多
い 

こ
と
か
ら
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ

ケ
ッ
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
Ｔ
Ｖ
）
「
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す 
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か
？
」 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
）
「
ハ
イ
。
全
国
か
ら
ラ
ン
ダ

ム
に
選
ば
れ
た
方
の
１
票
に
、
１
０
０
万
票
の
価

値
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
」 

古
森
「
だ
っ
て
よ
」 

新
井
戸

「（

求
人
誌
見
て
聞
い
て
お
ら
ず
）
ナ
ニ
ナ

ニ
？
」 

古
森
「
今
回
の
選
挙
か
ら
、
誰
か
の
１
票
が
１
０
０

万
票
の
価
値
に
な
る
ん
だ
っ
て
」 

新
井
戸
「
ふ
～
ん
、
だ
か
ら
ナ
ニ
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
。 

ぶ
っ
ち
ゃ
け
選
挙
い
っ
た
ら
カ
ネ
く
れ
る
と
か
じ 

ゃ
ね
ぇ
と
」 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
）
「
と
、
思
わ
れ
る
方
も
い
ら 

っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に 

当
選
さ
れ
た
方
は
、
選
挙
協
力
金
と
し
て
１
０
０ 

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
Ｔ
Ｖ
）
「
つ
ま
り
今
回
の
選
挙
か 

ら
、
投
票
さ
れ
た
方
に
１
０
０
万
円
が
当
た
る
チ 

ャ
ン
ス
が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す
ね
？
」 
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〇 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
外
観
（
数
日
後
・
朝
） 

入
り
口
に
『
投
票
所
は
こ
ち
ら
』
の
看
板
。 

 

〇 

同
・
投
票
所
（
朝
） 

 
 

若
者
で
行
列
が
出
来
て
い
る
。 

 
 

そ
の
最
前
列
に
古
森
と
新
井
戸
が
。 

 
 

古
森
、
投
票
用
紙
交
付
係
員
の
前
へ
。 

係
員
、
古
森
の
投
票
券
を
バ
ー
コ
ー
ド
で
読
み 

取
る
。 

古
森
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
、
中
へ
。 

 
 

続
い
て
新
井
戸
も
、
投
票
券
を
バ
ー
コ
ー
ド
で 

読
み
取
っ
て
も
ら
う
。 

 
 

読
み
取
っ
た
デ
ー
タ
見
た
係
員
の
驚
い
た
顔
。 

新
井
戸
「
？
」 

係
員
、
慌
て
て
立
ち
上
が
り
、
遠
方
に
い
る
投 

票
管
理
者
の
男
を
手
招
き
で
呼
ぶ
。 

 
 

呼
ば
れ
た
投
票
管
理
者
の
男
、
係
員
と
ヒ
ソ
ヒ 

ソ
話
を
し
て
、
新
井
戸
に
、 

投
票
管
理
者
「
ち
ょ
っ
と
、
こ
ち
ら
へ
」 
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〇 

ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト 

 
 

金
色
の
投
票
用
紙
。 

投
票
管
理
者

(

声

)

「
こ
ち
ら
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ 

ッ
ト
で
す
」 

 

〇 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
会
議
室
（
朝
） 

 
 

投
票
所
と
同
じ
よ
う
な
作
り
で
記
載
台
が
あ
る
。 

 
 

新
井
戸
、
金
色
に
輝
く
投
票
用
紙
の
裏
表
見
て
、 

戸
惑
う
よ
う
な
表
情
。 

投
票
管
理
者
「
今
回
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ゴ
ー
ル
デ

ン
チ
ケ
ッ
ト
制
度
に
よ
り
、
あ
な
た
の
１
票
に
は
、

１
０
０
万
票
分
の
価
値
が
付
与
さ
れ
ま
す
」 

新
井
戸
「
ひ
ゃ
、
ひ
ゃ
く
ま
ん
、
ぴ
ょ
う
」 

投
票
管
理
者
「
ま
た
、
不
正
防
止
の
た
め
、
こ
の
よ

う
に
撮
影
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
」 

新
井
戸
、
部
屋
を
見
渡
す
。 

脚
立
で
固
定
さ
れ
た
カ
メ
ラ
が
数
台
、
入
り
口 

か
ら
記
載
台
ま
で
の
動
線
を
余
す
と
こ
ろ
な
く 

狙
っ
て
い
る
。 
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投
票
管
理
者
「
そ
れ
で
は
、
ご
投
票
を
」 

新
井
戸
「
え
ー
っ
と
」 

投
票
管
理
者

「（

記
載
台
を
示
し
）
あ
ち
ら
へ
」 

新
井
戸
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
記
載
台
へ
。 

記
載
台
に
は
『
第×

×

回
・
衆
議
院
選
挙
立
候 

補
者
』
の
文
字
と
、
立
候
補
者
た
ち
の
名
前
が 

ず
ら
り
。 

新
井
戸

「（

独
り
言
）
誰
が
イ
イ
と
か
わ
か
ん
ね
ぇ

よ
」 

投
票
管
理
者
「
私
語
は
厳
禁
で
お
願
い
し
ま
す
」 

新
井
戸
「…

…

」 

新
井
戸
、
立
候
補
者
た
ち
の
名
前
を
見
比
べ
る
。 

 
 

ふ
と
気
に
な
る
候
補
者
を
見
つ
け
た
の
か
、
し 

ぶ
し
ぶ
鉛
筆
を
走
ら
せ
て―

―

。 

 

〇 

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
・
店
内
（
午
前
） 

 
 

席
に
対
座
し
て
い
る
新
井
戸
と
古
森
。 

 
 

古
森
、
封
筒
に
入
っ
た
札
束
を
数
え
な
が
ら
、 

古
森
「
９
７
、
９
８
、
９
９…

…

や
べ
ぇ
よ
ホ
ン
ト

に
１
０
０
万
じ
ゃ
ん
！
」 
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新
井
戸
「
シ
ッ
！ 

声
が
大
き
い
」 

古
森
「
す
げ
ぇ
よ
！ 

ヤ
バ
ッ
！ 

（
周
囲
の
客
に
）

す
み
ま
せ
ー
ん
！ 

こ
の
人
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ

ト
当
た
り
ま
し
た
ァ
！ 

ア
ラ
イ
ド
タ
ク
君
で
ー

す
！
」 

新
井
戸
「
お
い
！ 
や
め
ろ
よ
！
」 

周
囲
の
客
の
反
応
。
女
子
高
生
グ
ル
ー
プ
が
ク 

ス
ク
ス
笑
っ
て
い
た
り
、
な
に
や
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に 

書
き
込
み
を
す
る
よ
う
な
客
も―

―

。 

古
森
「
で
、
誰
に
投
票
し
た
の
？
」 

新
井
戸
「
え
？
」 

古
森
「
投
票
し
た
ん
だ
ろ
？
」 

新
井
戸
「
あ
、
あ
ぁ
」 

古
森
「
で
、
誰
？
」 

新
井
戸
「
わ
か
ん
ね
ぇ
」 

古
森
「
ハ
？
」 

新
井
戸
「
誰
な
の
か
わ
か
ん
ね
ぇ
け
ど
、
ひ
ら
が
な

で
一
番
書
き
や
す
い
人
に
し
た
」 

古
森
「
ひ
ら
が
な
？ 

ひ
ら
が
な
っ
て―

―

」 

古
森
、
ス
マ
ホ
で
検
索
。 
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古
森

「（

結
果
を
見
て
）
オ
イ
オ
イ
、
ま
さ
か―

―

」 

 
〇 
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板 

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
色
黒
サ
ン
グ
ラ
ス
姿 

の
男
性
・
ぴ
ょ
ん

(

４
６

)

の
笑
顔
と
と
も
に 

『
ぴ
ょ
ん
４
６
歳
』
『
政
治
に
辛
口
、
国
民
に 

超
甘
口
！
』
『
比
例
代
表
は
超
甘
党
と
お
書
き 

下
さ
い
』
の
文
字
。 

 

〇 

新
井
戸
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
数
日
後
・
朝
） 

 
 

ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
は
宅
配
ピ
ザ
の
残
骸
や
シ
ャ 

ン
パ
ン
ボ
ト
ル
が
何
本
か
。 

朝
ま
で
呑
ん
で
い
た
の
か
床
で
寝
て
い
る
新
井 

戸
と
古
森
。 

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
鳴
る
。 

二
人
と
も
起
き
な
い
。 

も
う
一
度
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
鳴
る
。 

新
井
戸
、
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
と
目
を
覚
ま
す
。 

 

〇 

同
・
玄
関
（
朝
） 
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寝
ぼ
け
眼
の
新
井
戸
が
扉
か
ら
出
て
来
る
。 

中
性
的
で
ガ
リ
ガ
リ
の
男
性
秘
書
・
大
口
（
４ 

０
）
が
い
て
、 

大
口
「
朝
早
く
か
ら
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ワ
タ

ク
シ
、
ぴ
ょ
ん
の
秘
書
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
大
口
と
申
し
ま
す
。
失
礼
で
す
が
、

ア
ラ
イ
ド
様
で―

―

？
」 

新
井
戸
「
は
い
、
そ
う
で
す
け
ど
」 

大
口
「
あ
ぁ
よ
か
っ
た
ァ
。
せ
ん
せ
ぇ
～
。
先
生
の

お
か
げ
で
今
回
の
選
挙
は
圧
勝
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ァ
」 

新
井
戸
「
せ
、
せ
ん
せ
ぇ
？
」 

大
口
「
も
う
ワ
タ
ク
シ
ど
も
か
ら
し
た
ア
ラ
イ
ド
先

生
、
い
や
も
う
神
様
、
ア
ラ
イ
ド
シ
ン
様
と
呼
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
も
過
言
じ
ゃ
あ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

奥
か
ら
古
森
が
目
こ
す
り
な
が
ら
来
て
、 

古
森
「
ナ
ニ
ナ
ニ
？ 

誰
？
」 

大
口
「
あ
ら
、
ご
兄
弟
？
」 

新
井
戸
「
い
や
、
古
森
っ
て
い
う
、
友
達
で
」 

大
口
「
ご
友
人
の
方
で
す
か
。
ワ
タ
ク
シ
、
ぴ
ょ
ん
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の
秘
書
を
し
て
お
り
ま
す
大
口
と
申
し
ま
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
ウ
チ
の
ぴ
ょ
ん
が
、
ア
ラ
イ
ド
先
生
に

お
会
い
し
た
い
と
申
し
て
お
り
ま
し
て
」 

古
森
「
ぴ
ょ
ん
？ 

オ
イ
オ
イ
、
ぴ
ょ
ん
っ
て
、
ま

さ
か―

―
」 

大
口
、
手
の
平
で
路
上
を
示
す
。 

そ
こ
に
は
黒
塗
り
の
高
級
車
が
。
窓
が
開
き
、 

常
に
サ
ン
グ
ラ
ス
姿
の
ぴ
ょ
ん
（
４
６
）
が
顔 

を
出
す
。 

 

〇 

走
行
中
の
高
級
車
・
車
内
（
朝
） 

運
転
席
に
大
口
、
助
手
席
に
古
森
。 

後
ろ
の
席
に
ぴ
ょ
ん
と
新
井
戸
。 

ぴ
ょ
ん
「
せ
ん
せ
ぇ
。
先
生
の
お
か
げ
で
今
回
、
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」 

新
井
戸
「
は
、
は
ぁ
」 

ぴ
ょ
ん
「
と
こ
ろ
で
先
生
は
今
、
お
仕
事
は
何
を
？
」 

新
井
戸
「

(

小
声
で

)

む
し
ょ
く
」 

ぴ
ょ
ん
「
ム
シ
ョ
？
」 

新
井
戸
「
あ
ー
い
え
、
事
務
職
を
、
少
々
」 
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ぴ
ょ
ん
「
ほ
う
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
先

生
、
ぜ
ひ
と
も
私
に
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」 

新
井
戸
「
チ
カ
ラ
っ
て―

―

？
」 

 

〇 

ぴ
ょ
ん
の
事
務
所
（
数
日
後
・
午
前
） 

職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
新
井
戸
と
古
森
。 

書
類
に
ひ
た
す
ら
ハ
ン
コ
押
し
て
る
新
井
戸
。 

古
森
は
壁
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
。 

新
井
戸
、
手
を
止
め
て
、 

新
井
戸
「
な
ん
で
俺
た
ち
が
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ん

だ
ろ
」 

古
森
「
無
職
よ
り
は
い
い
だ
ろ
？
」 

大
口
、
取
材
ク
ル
ー
と
入
っ
て
来
る
な
り
、 

大
口
「
せ
ん
せ
ぇ
～
、
雑
誌
の
取
材
が
」 

新
井
戸
「
取
材
？
」 

 

〇 

同
・
応
接
室
（
午
前
） 

ソ
フ
ァ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
新
井
戸
が
写
真
撮 

影
と
と
も
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
。 

取
材
者
か
ら
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
選
ば 
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れ
た
感
想
は
？
」
「
ど
う
や
っ
て
投
票
先
を
選 

ん
だ
の
か
？
」
な
ど
の
質
問
が
。
戸
惑
う
よ
う 

に
答
え
て
い
る
新
井
戸
。 

そ
れ
を
隅
っ
こ
で
見
学
し
て
い
る
大
口
と
古
森
。 

 

○ 

市
民
会
館
・
車
寄
せ
（
数
日
後
・
昼
） 

 
 

町
の
有
力
者
風
の
一
団
が
車
を
待
っ
て
い
る
。 

 
 

黒
塗
り
の
高
級
車
が
来
て
、
ぴ
ょ
ん
と
、
新
井 

戸
が
降
り
て
来
る
。 

 
 

有
力
者
風
の
一
団
が
待
っ
て
ま
し
た
と
ぴ
ょ
ん 

 
 

と
新
井
戸
を
迎
い
入
れ
、
握
手
を
求
め
る
。 

 
 

古
森
と
大
口
が
車
の
中
か
ら
、
そ
の
様
子
を
見

て
い
る
。 

 

〇 

テ
レ
ビ
局
・
ス
タ
ジ
オ
（
数
日
後
・
昼
） 

 
 

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
収
録
中
。 

 
 

ボ
ー
ド
に
『
初
代
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
新 

井
戸
宅
さ
ん
』
の
文
字
。 

ゲ
ス
ト
席
に
座
っ
て
い
る
新
井
戸
が
、
豪
華
芸 

能
人
た
ち
か
ら
様
々
な
質
問
を
受
け
て
い
る
。 
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そ
れ
を
現
場
の
隅
っ
こ
で
見
学
し
て
い
る
大
口 

と
古
森
。 

古
森
「
あ
い
つ
は
い
つ
か
大
物
に
な
る
っ
て
思
っ
て

ま
し
た
よ
」 

大
口
「
ハ
イ
？
」 

古
森
「
小
中
高
と
同
じ
学
校
で
。
野
球
や
っ
て
た
ん

で
す
け
ど
ね
、
俺
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
ア
イ
ツ
が

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
。
イ
イ
球
投
げ
る
ん
だ
ぁ
」 

大
口
「

(

冷
や
や
か

)
…
…

」 

 

〇 

新
橋
の
駅
前

(

数
日
後
・
夕
方

)
 

 
 

ぴ
ょ
ん
の
街
頭
演
説
の
準
備
中
。 

 
 

新
井
戸
と
古
森
が
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
い
る
。 

 
 

新
井
戸
、
手
を
止
め
、 

新
井
戸
「
あ
～
あ
。
も
う
俺
た
ち
完
全
に
超
甘
党
の

一
員
じ
ゃ
ん
」 

古
森
「
ハ
イ
ハ
イ
、
ス
タ
ー
は
文
句
言
わ
な
い
」 

新
井
戸
「
俺
の
ど
こ
が
ス
タ
ー
（
と
言
い
掛
け

）」

 

女
子
高
生
Ａ
・
Ｂ
が
新
井
戸
に
近
づ
き
、 

女
子
高
生
Ａ
「
あ
の
、
も
し
か
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
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チ
ケ
ッ
ト
の
方
で
す
か
？
」 

新
井
戸
「
ハ
イ
？
」 

女
子
高
生
Ｂ
「
い
ま
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
バ
ズ
っ
て
て
、
も
し

か
し
た
ら
っ
て―

―

」 

古
森
「
あ
ぁ
そ
う
そ
う
、
こ
い
つ
、
初
代
ゴ
ー
ル
デ

ン
チ
ケ
ッ
ト
」 

女
子
高
生
Ａ
「
う
っ
そ
～
！ 

ヤ
ッ
バ
！
」 

女
子
高
生
Ｂ
「
写
真
イ
イ
で
す
か
ぁ
？
」 

 
 

と
言
う
が
早
い
か
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
新
井
戸
を
撮 

っ
た
り
、
ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
っ
た
り
。 

 

〇 

同
・
壇
上

(

夜

)
 

 
 

ぴ
ょ
ん
が
街
頭
演
説
を
し
て
い
る
。 

ぴ
ょ
ん
「
私
が
当
選
し
ま
し
た
の
は
、
み
な
さ
ん
の

力
あ
っ
て
の
こ
と
！ 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
」 

ま
ば
ら
な
聴
衆
。
パ
ラ
パ
ラ
の
拍
手
。 

ぴ
ょ
ん
「
し
か
し
！ 

し
か
し
な
に
よ
り
も
私
が
当

選
し
ま
し
た
の
は
、
こ
の
人
の
お
力
も
す
ご
か
っ

た
！ 

紹
介
し
ま
し
ょ
う
！ 

日
本
で
た
っ
た
一
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人
！ 

唯
一
無
二
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
！ 

新
井
戸
宅
先
生
で
す
！
」 

 
 

新
井
戸
、
恐
る
恐
る
壇
上
に
上
が
る
。 

急
に
大
歓
声
。 

通
行
人
も
「
あ
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
じ 

ゃ
ね
？
」
「
ヤ
バ
ッ
」
と
集
ま
っ
て
来
る
。 

ぴ
ょ
ん
「
先
生
！ 

私
よ
り
も
人
気
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
」 

 
 

聴
衆
か
ら
笑
い
。 

新
井
戸
は
ペ
コ
ペ
コ
と
恐
縮
。 

ぴ
ょ
ん
「
先
生
、
国
民
の
皆
様
に
、
な
に
か
一
言
」 

 
 

新
井
戸
、
ぴ
ょ
ん
か
ら
マ
イ
ク
を
渡
さ
れ
る
。 

し
か
し
緊
張
か
ら
何
も
言
え
な
い
。 

 
 

ぴ
ょ
ん
、
す
ぐ
に
マ
イ
ク
を
引
き
取
っ
て
、 

ぴ
ょ
ん
「
大
観
衆
を
前
に
さ
す
が
に
緊
張
な
さ
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
！ 

で
も
ね
、
私
は
こ
ち
ら
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
新
井
戸
先
生
か
ら
教
わ
り
ま
し
た

よ
！ 

こ
の
世
に
価
値
の
な
い
人
間
な
ん
て
一
人

も
い
な
い
ん
だ
と
！ 

我
々
の
一
人
ひ
と
り
が
ゴ

ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
な
ん
だ
ッ
！
」 
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大
歓
声
。 

聴
衆
の
「
ア
ラ
イ
ド
」
コ
ー
ル
。
「
ア
ラ
イ 

ド
！ 

ア
ラ
イ
ド
！
」 

新
井
戸
の
困
惑
顔
と
、
ぴ
ょ
ん
の
満
足
気
な
顔
。 

 

〇 

高
級
料
亭
・
個
室

(

夜

)
 

席
に
ぴ
ょ
ん
、
大
口
、
新
井
戸
、
古
森
。 

古
森
が
「
旨
い
旨
い
」
と
バ
カ
食
い
し
て
い
る
。 

ぴ
ょ
ん
、
大
口
に
目
く
ば
せ
。 

大
口
、
察
し
て
、
古
森
に
、 

大
口
「
古
森
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
」 

古
森
「
ん
？
」 

大
口
「
料
理
の
追
加
注
文
を
、
一
緒
に
」 

古
森
「
お
～
！
」 

 
 

大
口
と
古
森
、
個
室
か
ら
出
て
い
く
。 

ぴ
ょ
ん
、
新
井
戸
の
お
猪
口
に
酒
を
注
い
で
、 

ぴ
ょ
ん
「
先
生
。
先
生
と
こ
れ
か
ら
語
る
の
は
、
未

来
の
お
話
で
す
」 

新
井
戸
「
未
来
？
」 

ぴ
ょ
ん
「
こ
れ
か
ら
我
々
が
上
を
目
指
し
て
い
く
た
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め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
先
生
に
は
、
本
格
的
に
政
治

家
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」 

新
井
戸
「
い
や
、
僕
に
、
政
治
な
ん
て―

―

」 

ぴ
ょ
ん
「
先
生
。
政
治
は
な
に
も
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
と
い
う
の
は
ず
ば
り
人
気
の

こ
と
な
ん
で
す
」 

新
井
戸
「
人
気
」 

ぴ
ょ
ん
「
私
が
ど
う
し
て
『
ぴ
ょ
ん
』
な
ん
て
ふ
ざ

け
た
名
前
で
政
治
活
動
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
？
」 

新
井
戸
「

(

少
し
考
え

)

若
年
層
を
、
取
り
込
む
た

め
？
」 

ぴ
ょ
ん
「

(

正
解
に
口
元
を
緩
め

)

先
生
。
政
治
家

に
な
れ
ば
、
も
う
カ
ネ
に
つ
い
て
心
配
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ネ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
地
位

や
名
誉
だ
っ
て
手
に
入
る
。
も
う
一
生
、
仕
事
を

探
さ
な
く
た
っ
て
い
い
ん
で
す
」 

新
井
戸
「

(

唾
を
ご
く
り

)

」 

ぴ
ょ
ん
「
た
だ
し
先
生
。
先
生
が
政
治
家
に
な
る
た

め
に
は
、
一
つ
だ
け
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
」 
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新
井
戸
「
条
件
？
」 

ぴ
ょ
ん
「
古
森
さ
ん
を
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
」 

新
井
戸
「
こ
、
古
森
を
？ 

切
る
？
」 

ぴ
ょ
ん
「
彼
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
ハ
ッ
キ

リ
言
っ
て
お
荷
物
で
す
。
こ
の
世
界
で
は
、
利
用

価
値
の
な
い
人
間
を
友
達
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。
先

生
、
お
友
達
は
こ
れ
か
ら
作
る
ん
で
す
。
古
森
さ

ん
と
の
縁
は
、
今
日
限
り
で
切
り
ま
し
ょ
う
」 

新
井
戸
、
頼
る
よ
う
に
お
猪
口
を
取
り
、
酒
を 

一
気
に
あ
お
る
。 

ぴ
ょ
ん
「
先
生
。
あ
な
た
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト

な
の
で
す
。
日
本
で
唯
一
、
あ
な
た
だ
け
が
選
ば

れ
た
。
こ
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
活
か
す
の
は
今
で
す
。

今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
選
挙
で
ま
た
ゴ
ー
ル

デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
が
生
ま
れ
れ
ば
、
話
題
は
必
ず
そ

の
人
物
に
向
か
い
ま
す
。
も
う
あ
な
た
じ
ゃ
な
い
。

あ
な
た
に
は
賞
味
期
限
が
あ
る
。
今
だ
。
今
し
か

な
い
。
古
森
を
切
っ
て
政
治
家
に
な
る
か
。
こ
れ

ま
で
の
無
価
値
な
人
生
を
ま
た
送
る
の
か
。
先
生

ッ
！ 

ご
決
断
を
ッ
！
」 
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新
井
戸
「…

…

」 

小
さ
く
聴
衆
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
。 

そ
れ
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て―

―

。 

 

○ 

（
新
井
戸
の
夢
の
中
）
街
宣
車
の
上
（
夜
） 

溢
れ
る
聴
衆
。 

新
井
戸
が
街
頭
演
説
の
マ
イ
ク
を
握
っ
て
い
る
。 

新
井
戸
「
な
に
シ
ケ
た
ツ
ラ
し
て
る
ん
で
す
か
！ 

円
安
？ 

物
価
高
？ 

カ
ネ
が
無
い
か
ら
な
ん
で

す
か
！ 

仕
事
が
無
い
か
ら
な
ん
で
す
か
！ 

我
々
に
は
生
き
る
価
値
が
あ
る
！ 

我
々
の
一
人

ひ
と
り
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
な
ん
だ
ァ
！
」 

大
歓
声
。
拍
手
喝
采
。 

新
井
戸
、
拳
を
天
に
掲
げ
る
。 

 

〇 

新
井
戸
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
数
日
後
の
朝
） 

床
で
拳
を
掲
げ
る
よ
う
に
寝
て
い
る
新
井
戸
。 

キ
ッ
チ
ン
か
ら
料
理
を
作
る
音
が
す
る
。 

 
 

フ
ラ
イ
パ
ン
を
カ
タ
カ
タ
と
。 

そ
の
気
配
で
新
井
戸
が
目
を
覚
ま
す
。 
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新
井
戸
、
目
を
こ
す
り
キ
ッ
チ
ン
を
見
る
。 

キ
ッ
チ
ン
か
ら
古
森
が
来
て
、 

古
森
「
お
、
起
き
た
か
。
今
メ
シ
作
っ
た
か
ら
」 

 
 

と
、
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
大
皿
の
も
や
し
炒 

め
を
置
く
。 

古
森
「
し
っ
か
し
お
前
も
バ
カ
だ
よ
な
。
政
治
家
に

な
る
の
断
る
な
ん
て
」 

 
 

古
森
、
水
や
ら
箸
や
ら
甲
斐
甲
斐
し
く
用
意
し 

な
が
ら
、 

古
森
「
あ
の
人
の
下
で
働
い
て
た
ら
、
一
生
安
泰
だ

っ
た
の
に
」 

 
 

古
森
、
リ
モ
コ
ン
で
テ
レ
ビ
を
点
け
、
ザ
ッ
ピ

ン
グ
し
な
が
ら
、 

古
森
「
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
減
っ
た
途
端
、
世
間

も
す
ぐ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
こ
と
な
ん

か
忘
れ
ち
ま
っ
た
し
な
」 

 
 

古
森
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
座
っ
て
、 

古
森
「
さ
、
食
べ
よ
う
ぜ
」 

新
井
戸
「
古
森
」 

古
森
「
あ
？
」 
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新
井
戸
「
い
た
だ
き
ま
す
」 

古
森
「
お
う
、
い
た
だ
き
ま
す
」 

 
 

古
森
、
食
べ
な
が
ら
、 

古
森
「
食
っ
た
ら
今
日
も
ま
た
仕
事
探
し
で
す
か
。

や
れ
や
れ
、
本
当
に
世
の
中
、
カ
ネ
だ
よ
な
ぁ
」 

新
井
戸

「（

フ
ッ
と
笑
い
）…

…

あ
ぁ
」 

 
 

戸
棚
の
上
の
写
真
立
て
。
笑
顔
で
写
る
バ
ッ
テ 

リ
ー
の
写
真
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
完
） 


